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幕末・明治期日本古写真コレクション
１８６０－１８９０年代にかけて日本国内で撮影
された写真を長崎大学附属図書館が収集



日本写真史の創成期

風景や風俗を描いた
歴史的資料

計６，０２６点



コレクションのデータベース化（１）
「幕末明治期日本古写真コレクション」データベース



コレクションのデータベース化（２）

もっと大きな画像で写真を見たい

 LANや公衆回線の高速化

画像配信サーバの実験

高精細画像配信の実用化



高精細画像でのデータベース化
幕末・明治期日本古写真超高精細画像データベース



高精細画像データベース
５０１点の鮮明な写真
長崎２０１点、全国各地３００点

画面上で５－１０倍に拡大可能

３種類の検索方法

条件検索、長崎古地図検索、全国地図検索

詳細な解説文（日本語・英語）

日本語４００字、英文翻訳



高精細画像データベースの開発目標
（１）

（１）鮮明な画像情報の
活用

（２）アナログとデジタル
の融合

・虫眼鏡で見るように写真を拡大
・当時の最先端技術と
現在の最先端技術の融合

現在の写真以上に精度の高い
情報の活用



高精細画像データベースの開発目標
（２）

（３）研究者から子供まで
使えるデータベース

・マウスのみで利用できる
インターフェイスデザイン
・遊びながら見える古写真の
世界

（４）長崎大学からの
古写真情報発信

・インターネット上で公開
Webブラウザによって閲覧
・英語版の充実



データベースの構造（１）

ハードウェア

Sun Blade1000 Model 1750

CPU: 750MHz UltraSPARCIII

メモリ: 512MB

ハードディスク: 58GB



データベースの構造（２）

OS Solaris8

ソフトウェア

・画像配信ソフト Live Picture社

Zoom Image Server

・リレーショナルデータベース PostgreSQL

・ユーザーインターフェイスプログラム PHP

・画像を表示する際にJavaアプレットを使用



FlashPixの原理

同一画像の複数解像度を階層的に持つ

各階層の画像をタイル状に分割して
管理する



タイル構造

64×64ピクセル

1/4

1/16

1/64

最大解像度

マルチレゾレーション

FlashPixの原理



FlashPixの特徴

高品質の画像を短時間で表示

拡大しても画質が低下しない



データベースへのアクセス
PHPによる検索プログラム

viewlistup

database

request

current index

target 
record



listup

view 単一レコードの検索・
データ抽出（select）



画像配信サーバへのアクセス
Java Applet を介した画像出力

Java Applet

view

request paramater

photograph
viewing

image server

dynamic control

request comment window

comment
window



画像配信
サーバ

Java Applet

画像の表示

単一レコードより
パラメータ生成・
問合せ

view



画像表示サイズ
の変更

解説文ウィンドウ
の表示



データベース構築の作業工程

画像選定
長崎関係２０１点
全国各地３００点

写真撮影
ブローニー版（６×７cm）
ポジフィルム作成



媒体変換
フィルムスキャン
TIFF形式（１００MB）
FlashPix形式（３０MB)

画像解説

解説英訳

日本語４００字程度
全国各地の識者に依頼

解説文を英語に翻訳
ネイティブにより校閲



サーバへの搭載
FlashPix画像配信用
ソフトウェア
プログラム開発
データ格納

インターネット上
で公開





















































運用実績

平成１４年（２００２）５月 公開

平成１５年（２００３）１０月末現在

アクセス数

日本：８５,７４９

海外： ５,５２５



0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

2002年5月 11月 5月

英語版

日本語版



今後の課題
従来の古写真データベースと高精細
データベースとの連動

新しい写真の見せ方の提案

総合学習、生涯学習での利用

古写真に関する情報の世界への発信




